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２　ねむっている時
とき

、どんな声
こえ

が聞
き

こえましたか。

３　サムエルは、だれによばれたと思
おも

いましたか。

４　サムエルをよんだのは、どなたでしたか。

５　４回
かい

めに名
な

前
まえ

をよばれた時
とき

、サムエルは何
なん

と答
こた

え

ましたか。

　やがてサムエルは、りっぱな預
よ

言
げん

者
しゃ

になりました。預
よ

言
げん

者
しゃ

とは、神
かみ

さま

のことばを聞
き

いて、それを人
ひと

々
びと

につたえる仕
し

事
ごと

をする人
ひと

のことです。サ

ムエルは、イスラエル人
じん

たちが神
かみ

さまにしたがうように、ねっしんに教
おし

えました。

お祈
いの

り　わたしも、耳
みみ

をすまして神
かみ

さまのお話
はなし

を聞
き

きます。

１　サムエルは、だれのそばでくらしていましたか。

　　　　　　　　　　祭
さい

司
し

の

　サムエルは小
ち い

さいころから、神
か み

さまのご用
よ う

をするために祭
さ い

司
し

のエリのそばで
くらしていました。あるばん、ぐっすりねむっていると、声

こ え

が聞
き

こえました。
「サムエル、サムエル。」サムエルはエリのところに走

は し

っていきました。「先
せ ん

生
せ い

、
ご用

よ う

ですか？」「いいや、よばないよ。」こんなことが３回
か い

もつづくと、エリは
ようやく気

き

がつきました。「神
か み

さまのお声
こ え

にちがいない。今
こ ん

度
ど

よばれたら、『主
し ゅ

よ、お話
は な

しください。しもべ（わたし）は聞
き

いております』とお返
へ ん

事
じ

しなさい。」
４回

か い

めによばれた時
と き

、サムエルは教
お し

えられたとおりに答
こ た

えました。そして耳
み み

を
すましていると、神

か み

さまが大
た い

切
せ つ

なことを教
お し

えてくださいました。

主
しゅ

よ、お話
はな

しください。
僕
しもべ

は聞
き

いております。
サムエル上

じょう

3：9

主
しゅ

よ、お話
はな

しください。
しもべは聞

き

いております。
Ⅰサムエル 3：9

サムエル
Ⅰサムエル3章（1章、2：18～ 26）1/6

よばないよ。

SA
M

PLE

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト
　↓各設問は、上記の文中を読んで答えます。

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト
※聖書本文は、『聖書 新改訳 2017』（©新日本聖書刊行会）を使っています。

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト
↓暗唱聖句は、日本聖書協会の新共同訳聖書と　2とおりのせています（上・新改訳　下・新共同訳）

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト



 21 20

２　ペテロが「水
みず

の上
うえ

を歩
ある

かせてください」と言
い

った

のは、なぜでしょう。

①（　）おもしろそうだから。

②（　）イエスさまのめいれいどおりになると信
しん

じていたから。

３　２枚
まい

の絵
え

の、ちがうところを５
いつ

つ見
み

つけましょう。

４　風
かぜ

に気
き

を取
と

られた時
とき

、ペテロがしずみかけたのは

なぜだと思
おも

いますか。

５　イエスさまのことばの下
した

に線
せん

を引
ひ

いて、注
ちゅう

意
い

深
ぶか

く

読
よ

みましょう。

お祈
いの

り　いつもイエスさまに目
め

を向
む

けて生
せい

活
かつ

します。

１　イエスさまは、どんなふうにして弟
で

子
し

たちのとこ

ろにいらっしゃいましたか。

　イエスさまの弟
で

子
し

たちは力
ちから

いっぱいふねをこぎましたが、向
む

かい風
か ぜ

でなかな
か前

ま え

に進
す す

めません。夜
よ

明
あ

けが近
ち か

づいたころ、水
み ず

の上
う え

を歩
あ る

く人
ひ と

のすがたが見
み

えま
した。「ゆうれいだ！」すると声

こ え

が聞
き

こえました。「わたしです。こわがること
はない。」「イエスさま！」ペテロが、ふねから身

み

を乗
の

り出
だ

して言
い

いました。「わ
たしに命

め い

じて水
み ず

の上
う え

を歩
あ る

かせてください！」「来
き

なさい。」ペテロは水
み ず

の上
う え

に足
あ し

を下
お

ろすと、イエスさまのお顔
か お

を見
み

つめて一
い っ

歩
ぽ

、二
に

歩
ほ

。ところが、ビューッと
ふいてきた風

か ぜ

に気
き

を取
と

られたとたんにぶくぶくしずみかけました。イエスさま
が手

て

をのばしておっしゃいました。「うたがわないで、わたしを信
し ん

じなさい。」

信
しん

仰
こう

の創
そう

始
し

者
しゃ

また
完
かん

成
せい

者
しゃ

であるイエスを
見
み

つめながら。
ヘブライ 12：2

信
しん

仰
こう

の創
そう

始
し

者
しゃ

であり
完
かん

成
せい

者
しゃ

であるイエスから、
目
め

を離
はな

さないでいなさい。
ヘブル 12：2

水
み ず

の上
う え

を歩
あ る

く
マタイ14：22～ 333/10

SA
M

PLE

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト

kawamura_t
タイプライターテキスト




